
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 熊本高等専門学校 
設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

情報通信エレク

トロニクス工学

科 

夜 ・

通信 

0 

0 

21 21 7  

制御情報システ

ム工学科 

夜 ・

通信 
8 8 7  

人間情報システ

ム工学科 

夜 ・

通信 
14 14 7  

機械知能システム

工学科 
夜 ・

通信 

11 11 
7  

建築社会デザイン

工学科 
夜 ・

通信 

12 12 
7  

生物化学システム

工学科 
夜 ・

通信 

16 16 
7  

 

専攻科電子情報

システム工学専

攻 

夜 ・

通信 
0 

18 18 7  

専攻科生産シス

テム工学専攻 

夜 ・

通信 
13 13 7  

（備考） 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本校の公式 HP 上で、ＷＥＢシラバスにて公表 

https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicDepartments?school_id=47 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

なし 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 熊本高等専門学校 
設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページにて公表 

https://www.kosen-k.go.jp/release/independence#link01 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 

国立高等専門学校 理

事（2024 年 4 月 1 日～

2026年 3月 31日） 

2026 年 4 月

1 日～2029

年 3月 31日 

理事長 

常勤 
文部科学省官房参事官

（命）文部科学戦略官 

2026 年 4 月

1 日～2026

年 10 月 15

日 

総務 

非常勤 東京大学教授 

2026 年 4 月

1 日～2028

年 3月 31日 

ダイバーシティ 

常勤 東北大学工学研究科長 

2026 年 4 月

1 日～2028

年 3月 31日 

研究・産学連携 

茨城工業高等専門

学校校長兼務 

（備考） 

理事長は 2024年 3月 31日まで九州大学大学院総合理工学府長・研究院長 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 熊本高等専門学校 

設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

・授業計画(シラバス)の作成過程 

教務委員会及び専攻科委員会（専攻部会）を通じて、前年度の 12 月の時期に、各科

目担当教員に作成を依頼している。また、非常勤教員については、担当のホストプロ

フェッサー（サポート教員）を介して、次年度のシラバス作成を依頼している。 

シラバスでは、高専機構統一の Web シラバスを利用しており、授業方法（講義、演

習、実験、実習の別）、授業概要、年間スケジュールを記載している。成績評価につ

いては、科目ごとに到達目標を示し、成績評価方法・基準について明記している。 

各担当教員のシラバスが作成された段階で、シラバスの内容等の相互チェック、教務

委員会及び専攻科委員会（専攻部会）による点検を実施している。 

 

・授業計画(シラバス)の公表時期及び公表方法 

  教務委員会及び専攻科委員会（専攻部会）にて、最終確認後、前年度の３月中に本校

のホームページ上で公表している。 

授業計画書の公表方法 
本校の公式ＨＰ上で、Web シラバスにて公表 
https://syllabus.kosen-

k.go.jp/Pages/PublicDepartments?school_id=47 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 

https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicDepartments?school_id=47
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/PublicDepartments?school_id=47


  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
＜本科＞ 

各科目については、シラバスに記載した評価基準及び方法を用いて、担当教員が成績評

価を行っている。各科目の成績評価方法として採用されている試験、レポート等の評価

結果は原則として学生に開示している。また、卒業論文については、学科単位で卒研発

表、論文審査等を行い、評価シートを用いて、取得項目毎に複数教員で審査を行ってい

る。最終的に総合評価を行い、単位認定などを学科会議で最終判定を行っている。 

最終的な単位及び成績認定については、「熊本高等専門学校学業成績評価並びに進級及

び卒業の認定等に関する規則」に基づき、教務委員会、専攻科委員会で確認したのち、

企画運営会議（H30 年度までは運営会議）で認定している。 

なお、各科目の成績については、前期中間、前期末、後期中間、学年末に自己点検シー 

ト、成績通知書によって学生本人、保護者にも成績評価結果について確認を行ってもら

っている。また、前期中間、前期末、後期中間、学年末の各時点で、学生の履修状況及

び学修成果状況について教務委員会及び所属学科で確認し、学修指導に反映させてい

る。 

 

＜専攻科＞ 

各科目については、シラバスに記載した評価基準及び方法を用いて、担当教員が成績評

価を行っている。各科目の成績評価方法として採用されている試験、レポート等の評価

結果は原則として学生に開示している。 

また、専攻科の特別研究については、学生に毎月研究実施報告書を提出してもらい、年

度末には各専攻の系単位で研究発表を行い、論文と特別研究評価報告書に基づき主査、

副査が評価し、専攻科委員会（専攻部会）で確認を行っている。 

最終的な単位及び成績認定については、「熊本高等専門学校専攻科電子情報システム工 

学専攻における授業科目の履修方法等に関する規則」又は「熊本高等専門学校専攻科生

産システム工学専攻における授業科目の履修方法等に関する規則」に基づき、専攻科委

員会（専攻部会）で確認した後、企画運営会議（H30 年度までは運営会議）で認定して

いる。 

なお、各科目の成績については、前期末、学年末に、成績表を学生に配付し、成績評価 

結果について確認を行ってもらっている。また、前期末、学年末の各時点で、学生の履

修状況及び学修成果状況について、専攻科委員会（専攻部会）で確認し、学修指導に反

映させている。 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 



  

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

＜本科＞ 

成績評価の順位については、「熊本高等専門学校学業成績評価並びに進級及び卒業の認

定等に関する規則」の中で規定しており、キャンパス（熊本キャンパス及び八代キャン

パス）ごとに学生便覧に掲載し、本校のホームページ上に公開している。 

また、成績の分布状況の把握については、前期中間、前期末、後期中間、学年末の各期

において成績順位を算定し、担任、教務委員会、各学科で確認している。また、学生及

び保護者に成績通知書を送付し、中間時点での成績及び最終成績について確認できるよ

うにしている。 

なお、両キャンパスの指標については、以下のとおり。 

【熊本キャンパス・八代キャンパス共通】 

成績評価の順位については、次の算定式によるＧＰＡポイントで決定する。 

算定式：{（Ｓ評価科目の単位数×４点）＋（Ａ評価科目の単位数×３点）＋（Ｂ評価 

科目の単位数×２点）＋（Ｃ評価科目の単位数×１点）}÷（履修科目の合計単位数） 

 

＜専攻科＞ 

成績評価の順位については、「熊本高等専門学校専攻科電子情報システム工学専攻にお

ける授業科目の履修方法等に関する規則」及び「熊本高等専門学校専攻科生産システム

工学専攻における授業科目の履修方法等に関する規則」の中で規定しており、キャンパ

ス（熊本キャンパス及び八代キャンパス）ごとに専攻科学生便覧に掲載し、本校のホー

ムページ上に公開している。 

また、成績の分布状況の把握については、前期末、学年末の各期において成績順位を算

定し、担任、専攻科委員会（専攻部会）及び各学科で確認している。また、学生には成

績表を配付し、中間時点での成績及び最終成績について確認できるようにしている。 

なお、両キャンパスの指標については、以下のとおり。 

 

【熊本キャンパス・八代キャンパス共通】 

成績評価の順位については、次の算定式によるＧＰＡポイントで決定する。 

算定式：{（Ｓ評価科目の単位数×４点）＋（Ａ評価科目の単位数×３点）＋（Ｂ評価 

科目の単位数×２点）＋（Ｃ評価科目の単位数×１点）}÷（履修科目の合計単位数） 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

本科の学生便覧及び専攻科の学生便覧に掲載し、本校のＨ

Ｐ上で公表。 

https://kumamoto-nct.ac.jp/shien/handbook.html 

 

なお、該当ページは以下のとおり。 

【本科】 

熊本キャンパス：P.61（熊本キャンパス学生便覧） 

八代キャンパス：P.71（八代キャンパス学生便覧） 

【専攻科】 

熊本キャンパス：P.61（熊本キャンパス専攻科学生便覧） 

八代キャンパス：P.29（八代キャンパス専攻科学生便覧） 

 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 

https://kumamoto-nct.ac.jp/shien/handbook.html


  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 
＜本科＞ 

卒業の認定については、「熊本高等専門学校学業成績評価並びに進級及び卒業の認定等

に関する規則」に規定しており、キャンパス（熊本キャンパス及び八代キャンパス）ごと

に学生便覧に掲載し、本校のホームページ上に公開している。 

また、上記規則に基づく認定の実施に関しては、各キャンパスの規定に基づき厳格に実

施している。 

 

＜専攻科＞ 

修了の認定については、「熊本高等専門学校専攻科電子情報システム工学専攻における

授業科目の履修方法等に関する規則」及び「熊本高等専門学校専攻科生産システム工学専

攻における授業科目の履修方法等に関する規則」の中で規定しており、キャンパス（熊本

キャンパス及び八代キャンパス）ごとに専攻科学生便覧に掲載し、本校のホームページ上

に公開している。 

また、上記規則に基づく認定の実施に関しては、各キャンパスの規定に基づき厳格に実

施している。 

 



  

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

本科の学生便覧及び専攻科の学生便覧に掲載し、本校のＨＰ上

で公表。 

 

https://kumamoto-nct.ac.jp/shien/handbook.html 

 

なお、該当ページは以下のとおり。 

【本科】 

熊本キャンパス：P.61（熊本キャンパス学生便覧） 

八代キャンパス：P.71（八代キャンパス学生便覧） 

【専攻科】 

熊本キャンパス：P.61（熊本キャンパス専攻科学生便覧） 

八代キャンパス：P.29（八代キャンパス専攻科学生便覧） 
 

ディプロマ・ポリシーは、以下に掲載。 

https://kumamoto-nct.ac.jp/general/policies/ 

 

＜情報通信エレクトロニクス工学科＞ 

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-

content/uploads/2023/01/threepolicies_01-

TE_20230120.pdf  
＜制御情報システム工学科＞ 

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-

content/uploads/2023/01/threepolicies_02-

CI_20230120.pdf  
＜人間情報システム工学科＞ 

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-

content/uploads/2023/01/threepolicies_03-

HI_20230120.pdf  
＜機械知能システム工学科＞ 

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-

content/uploads/2023/01/threepolicies_04-

MI_20230120.pdf 

＜建築社会デザイン工学科＞ 
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-

content/uploads/2023/01/threepolicies_05-

AC_20230120.pdf 

＜生物化学システム工学科＞ 
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-

content/uploads/2023/01/threepolicies_06-

BC_20230120.pdf 

 

＜専攻科電子情報システム工学専攻＞ 

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-

content/uploads/2023/04/threepolicies_07-

AE_20230417.pdf 
＜専攻科生産システム工学専攻＞ 
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-

content/uploads/2023/01/threepolicies_08-

AP_20230120.pdf 

 
 

https://kumamoto-nct.ac.jp/shien/handbook.html
https://kumamoto-nct.ac.jp/general/policies/
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_01-TE_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_01-TE_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_01-TE_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_02-CI_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_02-CI_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_02-CI_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_03-HI_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_03-HI_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_03-HI_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_04-MI_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_04-MI_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_04-MI_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_05-AC_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_05-AC_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_05-AC_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_06-BC_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_06-BC_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_06-BC_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/04/threepolicies_07-AE_20230417.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/04/threepolicies_07-AE_20230417.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/04/threepolicies_07-AE_20230417.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_08-AP_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_08-AP_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_08-AP_20230120.pdf


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 熊本高等専門学校 

設置者名 独立行政法人国立高等専門学校機構 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 

ホームページにて公表 

https://www.kosen-k.go.jp/wp/wp-

content/uploads/2025/06/zaimusyohyoR6.pdf 

(https://www.kosen-k.go.jp/release/independence） 

収支計算書又は損益計算書 

ホームページにて公表 

https://www.kosen-k.go.jp/wp/wp-

content/uploads/2025/06/zaimusyohyoR6.pdf 

(https://www.kosen-k.go.jp/release/independence） 

財産目録  

事業報告書 

ホームページにて公表 

https://www.kosen-k.go.jp/wp/wp-

content/uploads/2025/06/R6jigyouhoukoku.pdf 

(https://www.kosen-k.go.jp/release/independence） 

監事による監査報告（書） 

ホームページにて公表 

https://www.kosen-k.go.jp/wp/wp-

content/uploads/2025/06/R6jikotennkennhyouka.pdf 

(https://www.kosen-k.go.jp/release/independence） 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 
単 年 度 計 画 （ 名 称 ： 独 立 行 政 法 人 国 立 高 等 専 門 学 校 機 構 の 年 度 計 画              

対象年度：令和８年度 ） 

公表方法：https://www.kosen-k.go.jp/wp/wp-content/uploads/2025/03/r7-keikaku.pdf 

（https://www.kosen-k.go.jp/release/independence） 

中長期計画（名称：独立行政法人国立高等専門学校機構の中期計画 対象年度：令和６年

度から令和 10 年度） 

公 表 方 法 ： https://www.kosen-k.go.jp/wp/wp-content/uploads/2025/03/5th-

keikaku.pdf 

（https://www.kosen-k.go.jp/release/independence） 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：本校のＨＰ上に公表   

https://kumamoto-nct.ac.jp/openinfo/jikohyoka/ 

 

 

https://www.kosen-k.go.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/zaimusyohyoR6.pdf
https://www.kosen-k.go.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/zaimusyohyoR6.pdf
https://www.kosen-k.go.jp/release/independence
https://www.kosen-k.go.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/zaimusyohyoR6.pdf
https://www.kosen-k.go.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/zaimusyohyoR6.pdf
https://www.kosen-k.go.jp/release/independence
https://www.kosen-k.go.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/R6jigyouhoukoku.pdf
https://www.kosen-k.go.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/R6jigyouhoukoku.pdf
https://www.kosen-k.go.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/R6jikotennkennhyouka.pdf
https://www.kosen-k.go.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/R6jikotennkennhyouka.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/openinfo/jikohyoka/


  

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
 

学部等名 機械知能システム工学科 

教育研究上の目的（公表方法：本校のＨＰ上に公表 

 https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_04-

MI_20230120.pdf  ） 

（概要） 

 

機械知能システム工学科は、「機械工学」を基本として、「電気・電子・制御・ 情報・

通信システム」等の幅広い技術分野にも対応しながら、様々な生産活動の場において総

合エンジニアとして「モノづくり」に貢献できる技術者の育成を目的とする。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：本校のＨＰ上に公表   

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_04- 

MI_20230120.pdf    ） 

（概要） 

 

機械知能システム工学科では、「専門分野の知識と技術を有し、技術者としての人間力

を備えた、国際的にも通用する実践的・創造的な技術者の育成」を理念として、本校が

掲げる育成する人材像（準学士課程）及び学科の教育上の目的に基づき、技術者に必要

な資質や能力を以下に定める。このような人材の育成を図るため、人文社会系科目、理

工系基礎科目、理工系専門科目を適切に配置し、在学中にこれらの資質や能力を身に付

け、かつ所定の授業を履修して卒業に必要な単位を修得した学生に対して、卒業を認定

する。 

 

学習・教育到達目標 

（Ｄ１）日本語及び英語のコミュニケーション能力を身に付ける 

1-1：日本語における適切な文章表現及び口頭の意思伝達ができること 

1-2：日常的に使用される英語で書かれた文書の概要・要旨がつかめること 

1-3：自分の考えを簡潔な英語で表現できること 

（Ｄ２）ICT に関する基本的技術及び工学への応用技術を身に付ける 

2-1：ICT 技術に関する基礎的技術を身に付けること 

2-2：種々の情報を分析する技術を身に付けること 

（Ｄ３）機械及び電気電子分野における技術の基礎となる知識と技能及びその分野の専門

技術に関する知識と能力、さらに複眼的な視点から問題を解決する能力を身に付

ける 

3-1：工学の基礎となる数学・自然科学の基礎知識を身に付けること 

3-2：多様な専門分野の関連性を理解することができること 

3-3：基礎知識を活用して工学的問題を理解し、説明できること 

3-4：基礎的な実験技術を身に付けること 

（Ｄ４）知徳体の調和した人間性及び社会性・協調性を身に付ける 

4-1：広い視野で物事を考えることができること 

4-2：日本と世界との関わりに関心を持つことができること 

4-3：社会参加のための、人間的基礎力を身に付けること 

4-4：グループでの活動に参加し、その中で協調して役割を果たせること 

（Ｄ５）広い視野と技術のあり方に対する倫理観を身に付ける 

5-1：技術者が持つべき倫理観の必要性を認識できること 

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_04-MI_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_04-MI_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_04-MI_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_04-MI_20230120.pdf


  

5-2：社会における倫理的な問題を認識することができること 

（Ｄ６）知的探求心を持ち、主体的、創造的に問題に取り組む能力を身に付ける 

6-1：好奇心と探求心を持って、得意とする専門分野の課題に取り組むことができるこ 

  と 

6-2：得意とする専門分野の知識、技術を身に付け、社会との関連を理解できること 

6-3：主体的に継続的に学習できること 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本校のＨＰ上に公表 

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_04-

MI_20230120.pdf     ） 

（概要） 

 

ディプロマ・ポリシーで示した資質や能力 D1～D6 を身に付けるために、一般科目と専

門科目を入学時から卒業までバランスよく楔形に開設している。D1 は、主に一般科目

の国語系科目及び外国語系科目で身に付ける。Ｄ2 は、主に一般科目及び専門科目の情

報系科目で身に付ける。D3 は、一般科目での理系科目を基礎として専門科目で身に付

ける。D4 は、主に一般科目の人文・社会系科目及びリベラルアーツ系科目、専門科目の

実験実習系科目で身に付ける。D5 は、一般科目の人文・社会系科目で身に付ける。D6
は、主に一般科目のリベラルアーツ系科目及び専門科目の演習系科目や卒業研究で身に

付ける。D1～D3 及び D5 は、主に講義形式で行なわれ、定期試験や課題評価等の総合

評価が合格点以上となることで単位認定される。D4 及び D6 は、主に製作物や発表、レ

ポート、取り組みへの評価等の総合評価が合格点以上となることで単位認定される。い

ずれも主たる科目は、必修科目として開設されている。 
卒業認定を受けるためには、全ての必修科目を修得するとともに、必修科目及び選択科

目の修得単位数の合計が、一般科目、専門科目及びその合計について、それぞれ規定単

位数以上であることが必要であり、バランスの取れた修得を課すカリキュラムとなって

いる。 
 

学科共通のカリキュラム 

基礎的な知識・能力、各専門分野における知識・能力及び実践的な力を育成するために、

分野共通科目、各専門科目を開設している。専門科目は、入学時から少しずつ学習内容

が充実する楔形に配置している。 
主体的・継続的に学習する力を育成するため、課題等に取り組む時間を含めた学習内容 
の設計を行っている。 

 
［共通科目］ 
専門工学の基礎となる数学・自然科学科目を開講している。 
知・徳・体の調和した人間性・社会性・協調性及び倫理観の育成のために、人文・社会

系科目及び総合科目を開講している。 
グローバル・エンジニアとして活躍するための語学、コミュニケーション科目を開講し

ている。 
問題解決に向けて主体的、創造的に取り組むための能力を開発するために、思考力、応

用力、チームワークやリーダーシップなどの分野横断的能力を開発する科目（リベラル

アーツ系科目）を開講している。 
 

［キャリア教育］ 

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_04-MI_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_04-MI_20230120.pdf


  

社会に貢献できる技術者を目指すとともに、自分自身の生き方を設計、実現するために

必要な学びを行うための科目を開設している。 
入学から卒業に向け、各段階のキャリアプランを自ら考え、設計するための学習機会を

設けている。 
 

機械知能システム工学科のカリキュラム 

（1）カリキュラムの特徴 

私たちが日常使っている家電製品から、自動車・航空機、さらには人工衛星まで、現 
代の機械類の多くは、多数の機械部品とそれを正確にコントロールする電子制御部品 
の組み合わせで出来ている。機械知能システム工学科は、「機械工学」を基本として、 
「電気・電子・制御・情報・通信システム」等の幅広い技術分野にも対応しながら、 
様々な生産活動の場において総合エンジニアとして「モノづくり」に貢献できる技術 
者の育成を目的とする。 

 
(2) 専門知識の習得 

授業では、設計製造のための基盤である機械設計製図、材料力学や工作・加工法から、 
機械システム等の基本となる熱や流体の力学や機械力学、エネルギー工学、計算力学、 
さらには、情報処理系科目や電気電子回路、計測工学、電気磁気学、メカトロニクス 
など、現代の複合的な科学技術に沿って多様な専門科目を学ぶ。 

 
(3) 専門技能の習得 

ものづくり実習で機械加工や工作方法を、製図基礎や機械設計製図で、3DCAD を用

いた 3 次元モデリングによる実際の製品設計での方法論の理解と習得を目指す。ま

た、4 年の課題研究、5 年の卒業研究では、実験や開発を行う過程で、様々な実験装

置の扱いや測定、分析の手法について学ぶ。 
 
(4) 問題発見・解決力、課題設定・達成力、協働力などの習得 

1、2 年生のものづくり実習 I、II では、グループでの作業を通して協働力を、リベラ

ルアーツ実践、3 年の機械知能システム工学実験では、課題設定・達成力、問題発見・

解決力の基礎を養い、4 年の課題研究、5 年の卒業研究で段階的にこれらの能力をさ

らに高いレベルまで育てるカリキュラムとなっている。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本校のＨＰ上に公表   

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_04-

MI_20230120.pdf    ）               

（概要） 

 

準学士課程 (本科) のアドミッション・ポリシー 

本校が求める入学者は、教育課程において学生が育むべき基礎的な知識・技能、これら

を活用して自ら考え判断し表現する力、学習に取り組む意欲と、入学後にディプロマ・

ポリシーで掲げる技術者に必要な資質や能力を身に付けるための基盤として、次のとお

りとする。求める学生像に示された意欲、学力及び適性を有する者を、以下の選抜方法

により確認し、受け入れる。 
 

求める学生像 

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_04-MI_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_04-MI_20230120.pdf


  

科学や技術に関心を持ち、新しいものの創造に興味を持っている人 
科学技術を学ぶのに必要な基礎学力を持っている人 
コミュニケーションの基礎が備わっている人 
社会への貢献意識を持っている人 

 
入学者選抜の基本方針 

入学者の選抜は、推薦選抜、学力選抜及び帰国生徒特別選抜の三つの方法で行う。 
 

推薦選抜 
在籍する学校長が人物・学業ともに優れていると認めて推薦する人で、本学への適

性を有し、合格した場合は必ず入学する人を選抜する。 
学力選抜 
数学及び理科の科目に重点をおき、本学での勉学に必要な素養と基礎学力を備えた人

を選抜する。 
帰国生徒特別選抜 
出願資格及び要件を満たす人で、理科、英語、数学の科目及び面接により、本学での

勉学に必要な素養と基礎学力を備えた人を選抜する。 
 
選抜方法   検査内容及び判定方法 

推薦選抜   
推薦選抜は、在籍する学校長から提出された推薦書及び調査書と面接の総合判定に 
より行う。 

学力選抜   
学力選抜は、学力検査の成績及び出身学校長より提出された調査書の総合判定によ 
り行う。学力検査は筆記での検査で、理科、英語、数学、国語及び社会の 5 教科と 
する。 
なお、数学と理科は他の教科の 1.5 倍の配点とする。 

帰国生徒特別選抜  
帰国生徒特別選抜は、学力検査の成績及び出身学校長より提出された調査書の総合 
判定により行う。学力検査は筆記での検査で、理科、英語、数学の 3 教科とする。 
なお、数学と理科は他の教科の 1.5 倍の配点とする。 

 

4 年次編入のアドミッション・ポリシー 

本校が 4 年次への編入で求める入学者は、教育課程において学生が育むべき基礎的な知

識・技能、これらを活用して自ら考え判断し表現する力、学習に取り組む意欲と、入学

後にディプロマ・ポリシーで掲げる技術者に必要な資質や能力を身に付けるための基盤

として、次のとおりとする。求める学生像に示された意欲、学力及び適性を有する者を、

以下の選抜方法により確認し、受け入れる。 
 

求める学生像 
科学や技術に関心を持ち、新しいものの創造に興味を持っている人 
科学技術を学ぶのに必要な基礎学力を持っている人 
コミュニケーションの基礎が備わっている人 
社会への貢献意識を持っている人 



  

機械工学、電気・電子工学など機械知能システム工学科における基礎力を持ってい 
る人 

 
入学者選抜の基本方針 

本校の学習・教育目標を達成する資質を有し、本校の専門学科での勉学に必要な素養及

び基礎学力を備えた人を選抜する。 

編入学生の選抜は、学力検査の成績及び面接の総合判定により行う。 
なお、志願者が募集人員内であっても、選考基準に満たない場合は、不合格となること 
がある。 

 

 

学部等名 建築社会デザイン工学科 

教育研究上の目的（公表方法：本校のＨＰ上に公表 

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_05-

AC_20230120.pdf   ） 

（概要） 

 

建築社会デザイン工学科は、建築学の専門基礎技術に、土木工学、情報通信技術、計測

技術を加え、自然環境、防災、文化、歴史に配慮し持続可能な社会の実現を目指す、建

設構造物の設計・施工、地域づくりやまちづくりに貢献できる技術者の育成を目的とす

る。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：本校のＨＰ上に公表   

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_05-

AC_20230120.pdf    ） 

（概要） 

 

建築社会デザイン工学科では、「専門分野の知識と技術を有し、技術者としての人間力

を備えた、国際的にも通用する実践的・創造的な技術者の育成」を理念として、本校が

掲げる育成する人材像（準学士課程）及び学科の教育上の目的に基づき、技術者に必要

な資質や能力を以下に定める。このような人材の育成を図るため、人文社会系科目、理

工系基礎科目、理工系専門科目を適切に配置し、在学中にこれらの資質や能力を身に付

け、かつ所定の授業を履修して卒業に必要な単位を修得した学生に対して、卒業を認定

する。 

 

学習・教育到達目標 

（Ｄ１）日本語及び英語のコミュニケーション能力を身に付ける 

1-1：日本語における適切な文章表現及び口頭の意思伝達ができること 

1-2：日常的に使用される英語で書かれた文書の概要・要旨がつかめること 

1-3：自分の考えを簡潔な英語で表現できること 

（Ｄ２）ICT に関する基本的技術及び工学への応用技術を身に付ける 

2-1：ICT 技術に関する基礎的技術を身に付けること 

2-2：種々の情報を分析する技術を身に付けること 

（Ｄ３）建築及び土木分野における技術の基礎となる知識と技能及びその分野の専門技術

に関する知識と能力、さらに複眼的な視点から問題を解決する能力を身に付ける 

3-1：工学の基礎となる数学・自然科学の基礎知識を身に付けること 

3-2：多様な専門分野の関連性を理解することができること 

3-3：基礎知識を活用して工学的問題を理解し、説明できること 

3-4：基礎的な実験技術を身に付けること 

（Ｄ４）知徳体の調和した人間性及び社会性・協調性を身に付ける 

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_05-AC_20230120.pdf
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4-1：広い視野で物事を考えることができること 

4-2：日本と世界との関わりに関心を持つことができること 

4-3：社会参加のための、人間的基礎力を身に付けること 

4-4：グループでの活動に参加し、その中で協調して役割を果たせること 

（Ｄ５）広い視野と技術のあり方に対する倫理観を身に付ける 

5-1：技術者が持つべき倫理観の必要性を認識できること 

5-2：社会における倫理的な問題を認識することができること 

（Ｄ６）知的探求心を持ち、主体的、創造的に問題に取り組む能力を身に付ける 

6-1：好奇心と探求心を持って、得意とする専門分野の課題に取り組むことができるこ 

  と 

6-2：得意とする専門分野の知識、技術を身に付け、社会との関連を理解できること 

6-3：主体的に継続的に学習できること 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本校のＨＰ上に公表 

 https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_05-

AC_20230120.pdf  ） 

（概要） 

 

ディプロマ・ポリシーで示した資質や能力 D1～D6 を身に付けるために、一般科目と専

門科目を入学時から卒業までバランスよく楔形に開設している。D1 は、主に一般科目

の国語系科目及び外国語系科目で身に付ける。Ｄ2 は、主に一般科目及び専門科目の情

報系科目で身に付ける。D3 は、一般科目での理系科目を基礎として専門科目で身に付

ける。D4 は、主に一般科目の人文・社会系科目及びリベラルアーツ系科目、専門科目の

実験実習系科目で身に付ける。D5 は、一般科目の人文・社会系科目で身に付ける。D6
は、主に一般科目のリベラルアーツ系科目及び専門科目の演習系科目や卒業研究で身に

付ける。D1～D3 及び D5 は、主に講義形式で行なわれ、定期試験や課題評価等の総合

評価が合格点以上となることで単位認定される。D4 及び D6 は、主に製作物や発表、レ

ポート、取り組みへの評価等の総合評価が合格点以上となることで単位認定される。い

ずれも主たる科目は、必修科目として開設されている。 
卒業認定を受けるためには、全ての必修科目を修得するとともに、必修科目及び選択科

目の修得単位数の合計が、一般科目、専門科目及びその合計について、それぞれ規定単

位数以上であることが必要であり、バランスの取れた修得を課すカリキュラムとなって

いる。 
 

学科共通のカリキュラム 

基礎的な知識・能力、各専門分野における知識・能力及び実践的な力を育成するために、

分野共通科目、各専門科目を開設している。専門科目は、入学時から少しずつ学習内容

が充実する楔形に配置している。 
主体的・継続的に学習する力を育成するため、課題等に取り組む時間を含めた学習内容

の設計を行っている。 
 
［共通科目］ 
専門工学の基礎となる数学・自然科学科目を開講している。 
知・徳・体の調和した人間性・社会性・協調性及び倫理観の育成のために、人文・社会

系科目及び総合科目を開講している。 
グローバル・エンジニアとして活躍するための語学、コミュニケーション科目を開講し

ている。 

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_05-AC_20230120.pdf
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問題解決に向けて主体的、創造的に取り組むための能力を開発するために、思考力、応

用力、チームワークやリーダーシップなどの分野横断的能力を開発する科目（リベラル

アーツ系科目）を開講している。 
 

［キャリア教育］ 
社会に貢献できる技術者を目指すとともに、自分自身の生き方を設計、実現するために

必要な学びを行うための科目を開設している。 
入学から卒業に向け、各段階のキャリアプランを自ら考え、設計するための学習機会を

設けている。 
 

建築社会デザイン工学科のカリキュラム 

(1) カリキュラムの特徴 
建築学を中心に、土木工学、専門に関わる ICT 技術、英語、数学、物理の科目を開講 
している。 
自然環境、防災、文化と歴史、暮らしに配慮でき、持続可能な社会の実現に貢献でき

る視野を育てる科目を開講している。 
    専門知識を検証して身につけると同時に、グループワークにより協調性を育成する実

験・演習科目を開講している。 
    地域でのフィールドワーク、協働、プレゼンテーションを通じ、実践的に創造するプ

ロジェクト科目を開講している。 
    建築士、測量士補の取得条件を満たすカリキュラムを構成している。 
 
(2) 専門知識の習得 

専門知識を習得する科目として、以下を開講している。 
 ・建設材料、構造力学、施工法といった構造系の科目 
 ・都市計画、建築計画、建築史といった計画系の科目 
 ・都市環境工学、建築環境工学、建築設備といった環境系の科目 
 ・土質力学、水理学、防災工学といった土木系の科目 
 ・情報基礎、応用数学、技術英語といった専門基礎科目 

 
(3) 専門技能の習得 

基礎製図、創造演習、CAD 演習により製図、模型制作の技術を習得する。 
測量学及び同実習、地形情報処理により計測技術を習得する。 
建築社会工学実験により材料、構造、環境の実験、データ収集・分析の技術を習得す 
る。 
設計製図、建築設計演習により建築設計技術を習得する。 

 
(4) 問題発見・解決力、課題設定・達成力、協働力などの習得 

実験・演習科目では、グループワークにより協働力を習得する。 
建築設計演習では、フィールドワークによる特性や問題の発見力、他者の思いを汲む 
力、創造的な解決力、プレゼンテーション力を実践的に習得する。 

   実践プロジェクト、課題研究、卒業研究では、課題設定やその解決力、それに伴う自

己管理、論理的思考などを総合的に習得する。 
   進路セミナーやインターンシップでは、キャリアデザインを行う。 



  

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本校のＨＰ上に公表   

 https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_05-

AC_20230120.pdf   ）     

（概要） 

 

準学士課程 (本科) のアドミッション・ポリシー 

本校が求める入学者は、教育課程において学生が育むべき基礎的な知識・技能、これら

を活用して自ら考え判断し表現する力、学習に取り組む意欲と、入学後にディプロマ・

ポリシーで掲げる技術者に必要な資質や能力を身に付けるための基盤として、次のとお

りとする。求める学生像に示された意欲、学力及び適性を有する者を、以下の選抜方法

により確認し、受け入れる。 
 

求める学生像 
科学や技術に関心を持ち、新しいものの創造に興味を持っている人 
科学技術を学ぶのに必要な基礎学力を持っている人 
コミュニケーションの基礎が備わっている人 
社会への貢献意識を持っている人 

 
入学者選抜の基本方針 

入学者の選抜は、推薦選抜、学力選抜及び帰国生徒特別選抜の三つの方法で行う。 
 
推薦選抜 

在籍する学校長が人物・学業ともに優れていると認めて推薦する人で、本学への適性

を有し、合格した場合は必ず入学する人を選抜する。 
学力選抜 

数学及び理科の科目に重点をおき、本学での勉学に必要な素養と基礎学力を備えた人

を選抜する。 
帰国生徒特別選抜 

出願資格及び要件を満たす人で、理科、英語、数学の科目及び面接により、本学での

勉学に必要な素養と基礎学力を備えた人を選抜する。 
 
選抜方法   検査内容及び判定方法 

推薦選抜   
推薦選抜は、在籍する学校長から提出された推薦書及び調査書と面接の総合判定に 
より行う。 

学力選抜   
学力選抜は、学力検査の成績及び出身学校長より提出された調査書の総合判定によ 
り行う。学力検査は筆記での検査で、理科、英語、数学、国語及び社会の 5 教科と 
する。 

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_05-AC_20230120.pdf
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なお、数学と理科は他の教科の 1.5 倍の配点とする。 
帰国生徒特別選抜  
帰国生徒特別選抜は、学力検査の成績及び出身学校長より提出された調査書の総合 
判定により行う。学力検査は筆記での検査で、理科、英語、数学の 3 教科とする。 
なお、数学と理科は他の教科の 1.5 倍の配点とする。 

 

4 年次編入のアドミッション・ポリシー 

本校が 4 年次への編入で求める入学者は、教育課程において学生が育むべき基礎的な知

識・技能、これらを活用して自ら考え判断し表現する力、学習に取り組む意欲と、入学

後にディプロマ・ポリシーで掲げる技術者に必要な資質や能力を身に付けるための基盤

として、次のとおりとする。求める学生像に示された意欲、学力及び適性を有する者を、

以下の選抜方法により確認し、受け入れる。 
 

求める学生像 
科学や技術に関心を持ち、新しいものの創造に興味を持っている人 
科学技術を学ぶのに必要な基礎学力を持っている人 
コミュニケーションの基礎が備わっている人 
社会への貢献意識を持っている人 
機械工学、電気・電子工学など機械知能システム工学科における基礎力を持ってい 
る人 

 
入学者選抜の基本方針 

本校の学習・教育目標を達成する資質を有し、本校の専門学科での勉学に必要な素養及

び基礎学力を備えた人を選抜する。 
編入学生の選抜は、学力検査の成績及び面接の総合判定により行う。 
なお、志願者が募集人員内であっても、選考基準に満たない場合は、不合格となること 
がある。 

 

 

学部等名 生物化学システム工学科 

教育研究上の目的（公表方法：本校のＨＰ上に公表 

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_06-

BC_20230120.pdf   ） 

（概要） 

 

生物化学システム工学科は、生物科学と化学の専門基礎技術に情報電子技術を加え、生

物の持つ様々な機能を工学的に応用するバイオ技術を駆使して、医薬医療・食品・化学

等の産業分野で展開されている「先進的で高度なモノづくり」に貢献できる実践的なバ

イオ・ケミカル技術者の育成を目的とする。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：本校のＨＰ上に公表   

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_06-

BC_20230120.pdf    ） 
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（概要） 

 

生物化学システム工学科では、「専門分野の知識と技術を有し、技術者としての人間力

を備えた、国際的にも通用する実践的・創造的な技術者の育成」を理念として、本校が

掲げる育成する人材像（準学士課程）及び学科の教育上の目的に基づき、技術者に必要

な資質や能力を以下に定める。このような人材の育成を図るため、人文社会系科目、理

工系基礎科目、理工系専門科目を適切に配置し、在学中にこれらの資質や能力を身に付

け、かつ所定の授業を履修して卒業に必要な単位を修得した学生に対して、卒業を認定

する。 

 

学習・教育到達目標 

（Ｄ１）日本語及び英語のコミュニケーション能力を身に付ける 

1-1：日本語における適切な文章表現及び口頭の意思伝達ができること 

1-2：日常的に使用される英語で書かれた文書の概要・要旨がつかめること 

1-3：自分の考えを簡潔な英語で表現できること 

（Ｄ２）ICT に関する基本的技術及び工学への応用技術を身に付ける 

2-1：ICT 技術に関する基礎的技術を身に付けること 

2-2：種々の情報を分析する技術を身に付けること 

（Ｄ３）生物及び化学における技術の基礎となる知識と技能及びその分野の専門技術に関

する知識と能力、さらに複眼的な視点から問題を解決する能力を身に付ける 

3-1：工学の基礎となる数学・自然科学の基礎知識を身に付けること 

3-2：多様な専門分野の関連性を理解することができること 

3-3：基礎知識を活用して工学的問題を理解し、説明できること 

3-4：基礎的な実験技術を身に付けること 

（Ｄ４）知徳体の調和した人間性及び社会性・協調性を身に付ける 

4-1：広い視野で物事を考えることができること 

4-2：日本と世界との関わりに関心を持つことができること 

4-3：社会参加のための、人間的基礎力を身に付けること 

4-4：グループでの活動に参加し、その中で協調して役割を果たせること 

（Ｄ５）広い視野と技術のあり方に対する倫理観を身に付ける 

5-1：技術者が持つべき倫理観の必要性を認識できること 

5-2：社会における倫理的な問題を認識することができること 

（Ｄ６）知的探求心を持ち、主体的、創造的に問題に取り組む能力を身に付ける 

6-1：好奇心と探求心を持って、得意とする専門分野の課題に取り組むことができるこ 

  と 

6-2：得意とする専門分野の知識、技術を身に付け、社会との関連を理解できること 

6-3：主体的に継続的に学習できること 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本校のＨＰ上に公表  

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_06-

BC_20230120.pdf ） 

（概要） 

 

ディプロマ・ポリシーで示した資質や能力 D1～D6 を身に付けるために、一般科目と専

門科目を入学時から卒業までバランスよく楔形に開設している。D1 は、主に一般科目

の国語系科目及び外国語系科目で身に付ける。Ｄ2 は、主に一般科目及び専門科目の情

報系科目で身に付ける。D3 は、一般科目での理系科目を基礎として専門科目で身に付

ける。D4 は、主に一般科目の人文・社会系科目及びリベラルアーツ系科目、専門科目の

実験実習系科目で身に付ける。D5 は、一般科目の人文・社会系科目で身に付ける。D6
は、主に一般科目のリベラルアーツ系科目及び専門科目の演習系科目や卒業研究で身に

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_06-BC_20230120.pdf
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付ける。D1～D3 及び D5 は、主に講義形式で行われ、定期試験や課題評価等の総合評

価が合格点以上となることで単位認定される。D4 及び D6 は、主に製作物や発表、レポ

ート、取り組みへの評価等の総合評価が合格点以上となることで単位認定される。いず

れも主たる科目は、必修科目として開設されている。 
卒業認定を受けるためには、全ての必修科目を修得するとともに、必修科目及び選択科

目の修得単位数の合計が、一般科目、専門科目及びその合計について、それぞれ規定単

位数以上であることが必要であり、バランスの取れた修得を課すカリキュラムとなって

いる。 
 

学科共通のカリキュラム 

基礎的な知識・能力、各専門分野における知識・能力及び実践的な力を育成するために、

分野共通科目、各専門科目を開設している。専門科目は、入学時から少しずつ学習内容

が充実する楔形に配置している。 
主体的・継続的に学習する力を育成するため、課題等に取り組む時間を含めた学習内容

の設計を行っている。 
 
［共通科目］ 
専門工学の基礎となる数学・自然科学科目を開講している。 
知・徳・体の調和した人間性・社会性・協調性及び倫理観の育成のために、人文・社会 
系科目及び総合科目を開講している。 
グローバル・エンジニアとして活躍するための語学、コミュニケーション科目を開講し 
ている。 
問題解決に向けて主体的、創造的に取り組むための能力を開発するために、思考力、応 
用力、チームワークやリーダーシップなどの分野横断的能力を開発する科目（リベラル 
アーツ系科目）を開講している。 
 

［キャリア教育］ 
社会に貢献できる技術者を目指すとともに、自分自身の生き方を設計、実現するために

必要な学びを行うための科目を開設している。 
入学から卒業に向け、各段階のキャリアプランを自ら考え、設計するための学習機会を

設けている。 
 

生物化学システム工学科のカリキュラム 

(1) カリキュラムの特徴 
生物化学システム工学科は、生物科学と化学の専門基礎技術に情報電子技術を加え、 
生物の持つ様々な機能を工学的に応用するバイオ技術を駆使して、医薬医療・食品・ 
化学等の産業分野で展開されている「先進的で高度なモノづくり」に貢献できる ICT 
にも強い実践的バイオ・ケミカル技術者等の育成を目的とする。低学年から専門科目 
を配置し、専門理論と実験科目を通じて一貫した専門技術教育を行い、研究力総合力 
の強化を図る。 

(2) 専門知識の習得 
生物科学・化学を基盤とした専門知識、理論の習得を目的とし、生化学、細胞生物 
学、物理化学、有機化学、分析化学などを学ぶ。工学の基礎並びにバイオ技術を広く 
修得することを目的とし、発酵工学、遺伝子工学、化学工学、環境科学などを学ぶ。



  

専門分野へつながる ICT の基礎及び応用技術の修得を目的とし、プログラミング入

門、応用情報処理、生命情報学、電気電子工学などを学ぶ。 
 
(3) 専門技能の習得 

低学年から段階的に設定された、生物化学実験Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ及び安全教育を通して微生

物培養、滅菌・無菌操作、遺伝子操作、化学合成、反応制御、化学分析、物質精製、

データ解析などの幅広いバイオ技術を習得する。また、４年の課題研究、５年の卒業

研究では、それぞれの研究テーマに沿った実験、分析に取り組み、高度な専門技術の

習得及び定着を図る。 
 
(4) 問題発見・解決力、課題設定・達成力、協働力などの習得 

主体的かつ創造的に課題の解決に取り組むことができる実践的な能力の習得を目的

とし、課題の設定、取り組みの計画、成果の検証及びプレゼンテーションを学生自身

が教員と連携して進める科目として、実践プロジェクト、インターンシップ、課題研

究、卒業研究を開講している。実験実習は、基本的にグループ作業を行い、協力しな

がら課題に取り組む姿勢を身に付けることも目的としている。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本校のＨＰ上に公表   

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_06-

BC_20230120.pdf ）           

（概要） 

 

準学士課程 (本科) のアドミッション・ポリシー 

本校が求める入学者は、教育課程において学生が育むべき基礎的な知識・技能、これら

を活用して自ら考え判断し表現する力、学習に取り組む意欲と、入学後にディプロマ・

ポリシーで掲げる技術者に必要な資質や能力を身に付けるための基盤として、次の通り

とする。求める学生像に示された意欲、学力および適性を有する者を、以下の選抜方法

により確認し、受け入れる。 
 

求める学生像 
科学や技術に関心を持ち、新しいものの創造に興味を持っている人 
科学技術を学ぶのに必要な基礎学力を持っている人 
コミュニケーションの基礎が備わっている人 
社会への貢献意識を持っている人 

 
入学者選抜の基本方針 

入学者の選抜は、推薦選抜、学力選抜及び帰国生徒特別選抜の三つの方法で行う。 
 
推薦選抜 

在籍する学校長が人物・学業ともに優れていると認めて推薦する人で、本学への適性

を有し、合格した場合は必ず入学する人を選抜する。 
学力選抜 

数学及び理科の科目に重点をおき、本学での勉学に必要な素養と基礎学力を備えた人

を選抜する。 
帰国生徒特別選抜 

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_06-BC_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_06-BC_20230120.pdf


  

出願資格及び要件を満たす人で、理科、英語、数学の科目及び面接により、本学での

勉学に必要な素養と基礎学力を備えた人を選抜する。 
 
選抜方法    検査内容及び判定方法 

推薦選抜   
推薦選抜は、在籍する学校長から提出された推薦書及び調査書と面接の総合判定に 
より行う。 

学力選抜   
学力選抜は、学力検査の成績及び出身学校長より提出された調査書の総合判定によ 
り行う。学力検査は筆記での検査で、理科、英語、数学、国及び社会の 5 教科とす 
る。なお、数学と理科は他の教科の 1.5 倍の配点とする。 

帰国生徒特別選抜  
帰国生徒特別選抜は、学力検査の成績及び出身学校長より提出された調査書の総合 
判定により行う。学力検査は筆記での検査で、理科、英語、数学の 3 教科とする。 
なお、数学と理科は他の教科の 1.5 倍の配点とする。 

 

4 年次編入のアドミッション・ポリシー 

本校が 4 年次への編入で求める入学者は、教育課程において学生が育むべき基礎的な知

識・技能、これらを活用して自ら考え判断し表現する力、学習に取り組む意欲と、入学

後にディプロマ・ポリシーで掲げる技術者に必要な資質や能力を身に付けるための基盤

として、次の通りとする。求める学生像に示された意欲、学力および適性を有する者を、

以下の選抜方法により確認し、受け入れる。 
 

求める学生像 
科学や技術に関心を持ち、新しいものの創造に興味を持っている人 
科学技術を学ぶのに必要な基礎学力を持っている人 
コミュニケーションの基礎が備わっている人 
社会への貢献意識を持っている人 
機械工学、電気・電子工学など機械知能システム工学科における基礎力を持ってい 
る人 

 
入学者選抜の基本方針 

本校の学習・教育目標を達成する資質を有し、本校の専門学科での勉学に必要な素養及

び基礎学力を備えた人を選抜する。 
編入学生の選抜は、学力検査の成績及び面接の総合判定により行う。 
なお、志願者が募集人員内であっても、選考基準に満たない場合は、不合格となること 
がある。 

 

 

学部等名 専攻科生産システム工学専攻 

教育研究上の目的（公表方法：本校のＨＰ上に公表 

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_08-

AP_20230120.pdf ） 

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_08-AP_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_08-AP_20230120.pdf


  

（概要） 

 

生産システム工学専攻は、準学士課程における機械知能系・建築社会デザイン系・生物

化学系のいずれかの複合型専門を基礎としてモノづくりの基盤をデザインし、これを展

開して国際的な視点に立ったイノベーション創成を担うことのできる高度な開発技術

者及び地域産業の発展に貢献できる技術者の育成を目的とする。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：本校のＨＰ上に公表   

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_08-

AP_20230120.pdf ） 

（概要） 

 

生産システム工学専攻では、「専門分野の知識と技術を有し、技術者としての人間力を

備えた、国際的にも通用する実践的・創造的な技術者の育成」を理念として、本校が掲

げる育成する人材像（学士課）及び専攻の教育上の目的に基づき、技術者に必要な資質

や能力を以下に定める。このような人材の育成を図るため、総合基盤科目、融合・複合

系基礎科目、融合・複合系専門科目を適切に配置し、在学中にこれらの資質や能力を身

に付け、かつ所定の単位を修得した学生に対して、修了を認定する。 

 

（Ｄ１）日本語及び英語のコミュニケーション能力、さらに国際的に活躍できる能力を身 

に付ける 

1-1：日本語における適切な文章表現及び口頭の意思伝達ができること 

1-2：英語で書かれた技術文書の概要・要旨がつかめること 

1-3：研究の英文概要を書くことができ、発表資料などに英語を用いることができるこ 

   と 

（Ｄ２）ICT に関する基本的技術及び工学への応用技術を身に付ける 

2-1：ICT 技術を活用した計測技術を使い実験データを収集することができること 

2-2：収集したデータや情報を数理的処理を用いて分析し、専門工学での問題解決に繋 

げることができること 

（Ｄ３）多分野における技術の基礎となる知識と技能及びその分野の専門技術に関する高

度な知識と能力、さらに複眼的な視点から問題を解決し、産業技術分野への活用

を実践できる能力を身に付ける 

3-1：数学・自然科学の基礎知識を、専門分野の課題で活用することができること 

3-2：多様な専門分野の関連性を理解し、多面的に捉えることができること 

3-3：基礎知識を活用して工学的問題を理解し、説明できること 

3-4：基礎的な実験技術を用いて、実験を企画・実行して結果の分析・評価ができるこ 

   と 

（Ｄ４）知徳体の調和した人間性及び社会性・協調性を身に付ける 

4-1：幅広い知識を身に付け、地球的視点から問題を捉えることができること 

4-2：異文化を理解し、価値観の多様性を認識することができること 

4-3：社会参加への意欲と関心をもつことができること 

4-4：グループでの活動に参加し、他のメンバーと協調して課題に取り組むことができ 

ること 

（Ｄ５）広い視野と技術のあり方に対する倫理観、さらに社会への貢献意識を身に付ける 

5-1：科学技術に関する倫理的問題について理解し、指摘することができること 

5-2：実務上の問題を理解し、技術的・倫理的知識を適用することができること 

（Ｄ６）知的探求心を持ち、問題解決へ向けて主体的、創造的に取り組む能力を身に付け 

    る 

6-1：好奇心と探求心を持って、幅広い分野の課題に取り組むことができること 

6-2：得意とする専門分野の知識、技術と情報を駆使して、社会の要求に応じた問題解 

決の方法を企画、デザインすることができること 

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_08-AP_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_08-AP_20230120.pdf


  

6-3：研究や学習状況を把握・記録して自主的・継続的に学習できること 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本校のＨＰ上に公表 

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_08-

AP_20230120.pdf ） 

（概要） 

 

ディプロマ・ポリシーで示した資質や能力 D1～D6 を身に付けるために、総合基盤、コ

ミュニケーション、自然科学、基礎工学、実験研究の科目群からなる共通の必修科目、

機械工学と電気電子工学を融合した機械知能系、建築学と土木工学を融合した建築・土

木系、生物工学と応用化学を融合した生物・化学系のそれぞれの専門分野に属する複合

型専門選択科目、ICT 系や共同教育の科目群からなる選択科目を開設している。D1 は、

主に実験研究科目及び外国語系科目で身に付ける。Ｄ2 は、主に情報系科目及び実験研

究科目で身に付ける。D3 は、自然科学系科目、基礎工学系科目及び各分野の専門選択科

目で身に付ける。D4 は、主に総合基盤科目、共同教育で身に付ける。D5 は、総合基盤

の人文・社会系科目で身に付ける。D6 は、主に各分野の専門科目や実験研究で身に付け

る。D1～D3 及び D5 は、主に講義形式で行なわれ、定期試験や課題評価等の総合評価

が合格点以上となることで単位認定される。D4 及び D6 は、主に製作物や発表、レポー

ト、取り組みへの評価等の総合評価が合格点以上となることで単位認定される。いずれ

も主たる科目は、必修科目として開設されている。 
修了認定を受けるためには、全ての必修科目を修得するとともに、必修科目及び選択科

目の修得単位数の合計が、それぞれ規定単位数以上であることが必要であり、バランス

の取れた修得を課すカリキュラムとなっている。 
 

生産システム工学専攻のカリキュラム 

（1）カリキュラムの特徴 

    生産システム工学専攻は、複眼的な視点から技術を理解し、実践の場において、地域・

社会のニーズに応え、アイデアを実現できる能力を備えた実践的高度技術者の育成を

目的とする。そのために総合基盤、コミュニケーション、自然科学、基礎工学を学ぶ

科目群による共通の必修科目を中心として、機械知能系、建築・土木系、生物・化学

系のそれぞれの専門分野に属する専門工学を選択科目として配置することにより、専

門性の確立と複眼的視野の獲得を目指すバランスの取れたカリキュラムである。 
 
(2) 専門知識の習得 

自然科学系科目として「応用解析」、「物理化学」など、情報技術科目として「応用

情報科学」、「データマイニング概論」など、基礎工学科目として「計算応用力学」、

「複合材料工学」など、さらには、専門領域の実践力を深めるために、機械工学・電

気電子工学、建築学・土木工学、生物工学・応用化学の六つの専門分野に関係する多

様な専門選択科目を学ぶ。 
 
(3) 専門技能の習得 

「生産システム工学実験」では、機械、電気電子、土木、建築、生物、応用化学の６分

野から自ら専門とする複合工学に関する実験とその他の分野の実験を横断的に行う

ことにより、モノづくりの現場で必要となる専門分野に跨った各種計測技術と応用力

の習得を目指す。また、それぞれの専門分野における解析、設計、分析等の実務で必

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_08-AP_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_08-AP_20230120.pdf


  

要な実践的技術やプログラミング、情報通信等の ICT 関連技術について学ぶ。 
 
(4) 問題発見・解決力、課題設定・達成力、協働力などの習得 

1 年「エンジニア実践学」では、エンジニアリングの実践・実際に触れ、社会の要求

に応えることの意義も含めた広い意味の実践力や問題発見・解決力を養い、１年「創成

実践技術」、２年「生産デザイン論」では、得意とする専門分野の知識や技術を活かし

ながら創成能力やエンジニアリングデザイン能力を習得し、１年特別研究Ⅰ、2 年特別

研究Ⅱで段階的にこれらの能力をさらに高いレベルまで育てる複合工学における高度

実践的技術力を養成するカリキュラムとなっている。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本校のＨＰ上に公表   

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_08-

AP_20230120.pdf ）           

（概要） 

 

専攻科のアドミッション・ポリシー 

本校が求める入学者は、教育課程において学生が育むべき基礎的な知識・技能、これら

を活用して自ら考え判断し表現する力、学習に取り組む意欲と、入学後にディプロマ・

ポリシーで掲げる技術者に必要な資質や能力を身に付けるための基盤として、次のとお

りとする。求める学生像に示された意欲、学力及び適性を有する者を、以下の選抜方法

により確認し、受け入れる。 
 

求める学生像 
技術の向上や新しいものの創造に対する意欲を持っている人 
科学技術の基礎知識及び専門分野の基礎的な知識と技術を持っている人 
日本語及び英語の基本的コミュニケーション能力が備わっている人 
社会への貢献意識を持っている人 

 
入学者選抜の基本方針 

入学者の選抜は、推薦選抜、学力選抜及び社会人特別選抜の三つの方法で行う。 
 

推薦選抜 
在籍する学校長が人物・学業ともに優れていると認めて推薦する人で、本校専攻科 
への適性を有し、合格した場合は必ず入学する人を選抜する。 

学力選抜 
本専攻科での勉学に必要な素養と基礎学力及び専門基礎知識を備えた人を選抜す 
る。 

社会人特別選抜 
企業等での１年以上の実務経験があって、専門分野における基礎的な学力と知識を 
持ち、本専攻科での学習の意欲があり人物的にも優れていると所属の長が推薦する 
人で、本専攻科への適性を有し、合格した場合は必ず入学する人を選抜する。 

 
選抜方法    検査内容及び判定方法 

推薦選抜   
推薦選抜は、在籍する学校長から提出された推薦書及び調査書と面接の総合判定に 

https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_08-AP_20230120.pdf
https://kumamoto-nct.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2023/01/threepolicies_08-AP_20230120.pdf


  

より行う。 
学力選抜   
学力選抜は、学力検査の成績及び出身学校長より提出された調査書の総合判定に 
より行う。学力検査は筆記検査で、英語、数学及び専門科目とする。 

社会人特別選抜  
社会人特別選抜は、所属の長から提出された推薦書、調査書及び志望理由書と面 
接の総合判定により行う。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：公表方法：本校のＨＰ上に公表 

https://kumamoto-nct.ac.jp/openinfo/disclosure/ 

 

  

https://kumamoto-nct.ac.jp/openinfo/disclosure/


  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 3 人 － 3 人 

共通教育科 － 15 人 15 人   1 人  31 人 

情報通信エレクトロ

ニクス工学科 

－ 5 人 4 人      9 人 

制御情報システム工

学科 

－ 5 人 2 人 1 人 1 人  9 人 

人間情報システム工

学科 

－ 6 人 4 人   1 人  11 人 

機械知能システム工

学科 

－ 6 人 3 人   1 人  10 人 

建築社会デザイン工

学科 

－ 3 人 4 人 1 人    8 人 

生物化学システム工

学科 

－ 2 人 6 人 2 人    10 人 

専攻科 － 5人 2人 1人    8人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 38 人 38 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：本校の公式 HP 上に公表 

https://kumamoto-nct.ac.jp/staff/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

電子情報通信

工学科 43 人 44 人 102.3％ 43 人 44 人 102.3％ 人 0 人 

知能制御情報

工学科 43 人 44 人 102.3％ 43 人 45 人 104.7％ 人 0 人 

情報工学科 43 人 44 人 102.3％ 43 人 44 人 102.3％ 人 0 人 

情報通信エレ

クトロニクス

工学科 0 人 0 人 0％ 160 人 171 人 106.9％ 人 3 人 

制御情報シス

テム工学科 0 人 0 人 0％ 160 人 174 人 108.8％ 人 7 人 

人間情報シス

テム工学科 0 人 0 人 0％ 160 人 179 人 111.9％ 人 2 人 

機械知能シス

テム工学科 

40 人 43 人 107.5％ 200 人 214 人 107.0％ 人 4 人 

https://kumamoto-nct.ac.jp/staff/


  

建築社会デザ

イン工学科 

40 人 43 人 107.5％ 200 人 216 人 108.0％ 人  1 人 

生物化学シス

テム工学科 

40 人 42 人 105.0％ 200 人 211 人 105.5％ 人 2 人 

合計 249 人 260 人 104.4％ 1209 人 1298 人 107.4％ 人 人 

専攻科電子情

報システム工

学科 24 人 24 人 100％ 48 人 58 人 120.8％ 0 人 0 人 

専攻科生産シ

ステム工学専

攻 

24 人  15 人 62.5％ 48 人 40 人 83.3％ 0 人 0 人 

合計 48 人 39 人 81.3％ 96 人 98 人 102.1％ 人 19 人 

（備考） 

電子情報通信工学科、知能制御情報工学科、情報工学科は令和８年度に設置し、まだ完成年度を超えて

いない。また、令和８年度改組により、情報通信エレクトロニクス工学科、制御情報システム工学科、人

間情報システム工学科は令和７年度をもって学生募集を停止している。 

 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

情報通信 

エレクトロニ

クス工学科 

45 人 

（100％） 

16 人 

（35.6％） 

27 人 

（60.0％） 

2 人 

（4.4％） 

制御情報シス

テム工学科 

35 人 

（100％） 

16 人 

（45.7％） 

19 人 

（54.3％） 

0 人 

（0.0％） 

人間情報シス

テム工学科 

43 人 

（100％） 

10 人 

（23.3％） 

33 人 

（76.7％） 

0 人 

（0.0％） 

機械知能シス

テム工学科 

42 人 

（100％） 

9 人 

（21.4％） 

33 人 

（78.6％） 

0 人 

（0％） 

建築社会デザ

イン工学科 

39 人 

（100％） 

13 人 

（33.3％） 

25 人 

（64.1％） 

1 人 

（2.6％） 

生物化学シス

テム工学科 

39 人 

（100％） 

9 人 

（23.1％） 

29 人 

（74.4％） 

1 人 

（2.6％） 

電子情報シス

テム工学専攻 

22 人 

（100％） 

7 人 

（31.8％） 

15 人 

（68.2％） 

0 人 

（0.0％） 

専攻科生産シ

ステム工学専

攻 

27 人 

（100％） 

5 人 

（18.5％） 

22 人 

（81.5％） 

0 人 

（0％） 

合計 
292 人 

（100％） 

85 人 

（29.1％） 

203 人 

（69.5％） 

4 人 

（  1.4％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

高専機構統一の Web シラバスを利用しており、シラバスには、授業科目、授業方法（講義、

演習、実験、実習の別）、授業概要、年間スケジュールについて記載している。 

 シラバスの作成については、教務委員会を通じて、前年度の 12 月の時期に、各科目担当教

員に依頼している。なお、非常勤教員については、担当のホストプロフェッサー（サポート教

員）を介して依頼している。 

 各担当教員のシラバスが作成された段階で、シラバスの内容等の相互チェック、教務委員に

よる点検を実施している。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

本科の学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっての基準は、「熊本高等専門学校学業

成績評価並びに進級及び卒業の認定等に関する規則」に規定している。 

また、専攻科においては、「熊本高等専門学校専攻科電子情報システム工学専攻における授業

科目の履修等に関する規則」及び「熊本高等専門学校専攻科生産システム工学専攻における授

業科目の履修等に関する規則」に規定している。 

 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 

情報通信エレクト

ロニクス工学科 

167 単位 
有・無 単位 

制御情報システム

工学科 

167 単位 
有・無 単位 

人間情報システム

工学科 

167 単位 
有・無 単位 

機械知能システム

工学科 

167 単位 
有・無 単位 

建築社会デザイン

工学科 

167 単位 
有・無 単位 

生物化学システム

工学科 

167 単位 
有・無 単位 

 
専攻科電子情報シ

ステム工学専攻 

62 単位 
有・無 単位 



  

専攻科生産システ

ム工学専攻 

62 単位 
有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：本校のＨＰ上に公表 

https://kumamoto-nct.ac.jp/openinfo/disclosure/ 

 

  

https://kumamoto-nct.ac.jp/openinfo/disclosure/


  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 

電子情報通

信工学科 
234,600 円 84,600 円 80,600～ 

174,700 円 
制服代 約 56,000 円 

スポーツ振興センター共済掛金 

1,550円 

教科書代 15,000円～34,000円 

「がプリ」利用料 4,000 円 

学生教育研究災害障害保険料 （5

年分）4,050 円 

 

[以下、寮生のみ] 

寄宿料 8,400 円～9,600円 

寮費 60,000 円（電気料別） 

寮生会費 5,500円 

知能制御情

報工学科 
234,600 円 84,600 円 80,600～ 

174,700 円 

情報工学科 234,600 円 84,600 円 80,600～ 

174,700 円 

情報通信エ

レクトロニ

クス工学科 

234,600 円 84,600 円 76,600～ 

174,700 円 

制御情報シ

ステム工学

科 

234,600 円 84,600 円 76,600～ 

174,700 円 

人間情報シ

ステム工学

科 

234,600 円 84,600 円 76,600～ 

174,700 円 

機械知能

システム

工学科 
234,600 円 84,600 円 

85,600～ 

194,000 円 

制服代 約 56,000 円 

スポーツ振興センター共済掛金 

1,550 円､ 

教科書代 20,000円～30,000円 

学研災保険料（5年分）4,050 円 

「がプリ！」利用料 4,000 円 

[以下、寮生のみ] 

寄宿料 8,400円～9,600 円､ 

寮費 88,800円（寮生会費、電気

等使用料込） 

建築社会

デザイン

工学科 

234,600 円 84,600 円 
85,600～ 

194,000 円 

生物化学

システム

工学科 

234,600 円 84,600 円 
85,600～ 

194,000 円 

 

専攻科電子

情報システ

ム工学専攻 

234,600 円 84,600 円 10,300～ 

112,400 円 

スポーツ振興センター共済掛金 1,550

円 

教科書代 3,000 円～30,000 円 

「がプリ」利用料 4,000 円 

学生教育研究災害障害保険料（2年

分） 1,750 円 

 

[以下、寮生のみ] 

寄宿料 8,400 円～9,600 円 

寮費 60,000 円（電気料別） 

寮生会費 5,500 円 

専攻科生

産システ

ム工学専

攻 

234,600 円 84,600 円 
17,300～ 

125,700 円 

スポーツ振興センター共済掛金

1,550 円､ 

教科書代 10,000円～20,000円 

学研災保険料（2年分）1,750 円 

「がプリ！」利用料 4,000 円 

[以下、寮生のみ] 

寄宿料 8,400 円～9,600円､ 

寮費 88,800円（寮生会費、電気

等使用料含） 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

ホームページを活用して、授業料減免、高等学校等就学支援金、各種奨学金制度等の情報を

掲載し、学生・保護者へ周知を行っている。 

高等教育の修学支援新制度による授業料等減免については、日本学生支援機構給付奨学金の

区分が確定するまでの間、授業料の徴収を猶予している。 



  

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

キャリア教育支援室を設置し、組織的、体系的なキャリア教育及び進路選択支援を行ってい

る。キャリア教育については、HR などを利用したキャリア教育、卒業生等による講演会、学

外研修、企業等の協力によるキャリアセミナー等を実施している。 

また、進学・就職に係る進路選択に際しては、担任を中心とした所属学科による支援のほ

か、カウンセラー等の外部人材を活用した支援体制を構築している。 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生生活支援室を設置し、教職員及び外部カウンセラー等を室員として学生の心身の健康等

に関する問題について対応する体制を構築している。また、スクール・ソーシャル・ワーカ

ーを雇用し、必要な場合に相談、支援を受けることができる体制をとっている。 

 学生の心身の健康等に関する重要な問題が生じた場合には、学生支援連絡協議会（学生主

事、教務主事、寮務主事、学生生活支援室長等）において検討、対応を図ることとしてい

る。また、学生委員会を中心に心身の健康等に関する学生向け研修会を実施している。教職

員向けの研修会等についても、学生委員会、学生生活支援室などの主催で実施し、学生支援

に関する情報、知見の共有を図っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：本校のＨＰ上に公表 
https://kumamoto-nct.ac.jp/general/openinfo/disclosure.html 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 

https://kumamoto-nct.ac.jp/general/openinfo/disclosure.html


（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

-人（-）人

後半期

196人（140）人

46人

35人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

熊本高等専門学校

独立行政法人国立高等専門学校機構

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生（内数）

※家計急変による者を除く。
202人（137）人

48人第Ⅰ区分

学校コード（13桁） G143110111408

（備考）

26人 21人

内
訳

第Ⅲ区分 21人 18人

（うち多子世帯） （15人） （18人）

（うち多子世帯） （-人） （-人）

第Ⅱ区分

32人第Ⅳ区分（多子世帯）

（うち多子世帯） （-人） （-人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 75人 77人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

-人（-）人

211人（143）人



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良であ
ることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

人 0人 0人

人 - -

0人 0人

人 - -

退学 0人

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受けた
者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消し
を受けた者の数

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の
単位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意欲
が著しく低い状況

人 0人 -

人 0人 -

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたことに
より認定の取消しを受けた者の数

計

人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取消
しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

右以外の大学等

後半期

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 - 12人

計 人 31人 -

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意欲
が低い状況

人 - 0人

（備考）

修得単位数が「警告」の基準に該当 人 0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 31人 -

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 -

年間計 -

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停止
を受けた者の数

３月未満の停学 -

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を受
けた者の数



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

-人（-）人

後半期

196人（140）人

46人

35人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

熊本高等専門学校

独立行政法人国立高等専門学校機構

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生（内数）

※家計急変による者を除く。
202人（137）人

48人第Ⅰ区分

学校コード（13桁） G143110111408

（備考）

26人 21人

内
訳

第Ⅲ区分 21人 18人

（うち多子世帯） （15人） （18人）

（うち多子世帯） （-人） （-人）

第Ⅱ区分

32人第Ⅳ区分（多子世帯）

（うち多子世帯） （-人） （-人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 75人 77人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

-人（-）人

211人（143）人



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良であ
ることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

人 0人 0人

人 - -

0人 0人

人 - -

退学 0人

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受けた
者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消し
を受けた者の数

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の
単位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意欲
が著しく低い状況

人 0人 -

人 0人 -

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたことに
より認定の取消しを受けた者の数

計

人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取消
しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

右以外の大学等

後半期

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 - 12人

計 人 31人 -

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意欲
が低い状況

人 - 0人

（備考）

修得単位数が「警告」の基準に該当 人 0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 31人 -

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 -

年間計 -

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停止
を受けた者の数

３月未満の停学 -

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を受
けた者の数
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